
第４回宇宙開発委員会（定例会議） 
議事次第 

 
１．日時    平成４年３月１１日（水） 

        午後２時～２時半 
 
２．場所    宇宙開発委員会会議室 
 
３．議題 
（１） 前回議事要旨の確認について 
（２） 平成３年度宇宙開発委員会外国人招へいについて 

 
４．配布資料 
委 4－1 第３回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案） 
委 4－2 平成３年度宇宙開発委員会外国人招へいについて（案） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（この議事次第は、電子化に際し、議事録から新たに起こしたものです。） 



第3回宇宙開発委員会（定例会議）
　　　　　議事要旨（案）

1．日時 平成4年3月4日（水）
午後2時～3時

2．場所 宇宙開発委員会会議室

3．議題 （D前回議事要旨の確認について
（2）計画調整部会報告について

4．資料 委3－1第2回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）

委3－2宇宙開発計画（案）

5．出席者
　　宇宙開発委員会委員長代理

　　　　　〃　　　委員

　　　　　〃　　　　　　　　　　〃

　　　　　〃　　　　　　　　　　〃

　　　　　〃　　　計画調整部会部会長
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関係省庁

　文部省大臣官房審議官

　通商産業省機械情報産業局次長

　運輸省運輸政策局次長

　　〃　気象庁総務部長

　郵政省大臣官房審議官

事務局

　科学技術庁長官官房審議官

　　　〃　　研究開発局宇宙企画課長
　　　〃　’　　　〃　　宇宙国際課長
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6．議事．
　　（D前回議事要旨の確認について
　　　　第2回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（資料委3－Dが確認された。

　　（2）計画調整部会報告について

　　　武田計画調整部会長より、資料委3－2に基づき説明が行われた後、宇宙開
　　　発計画（案）が受理された。
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（参考1） 招へい目的

　本年の国際宇宙年（lSY）の趣旨は社会の多くの人々に宇宙開発の意義について考

える場を提供することと、宇宙開発の国際協力をより一層促進する契機とするごとであ

る。

．我が国は世界各国の宇宙機関で組織された国際宇宙年宇宙機蘭会議（SAFlSY）

が承認した3つの世界的イベントの1つであるアジア太平洋ISY会議を今秋東京で開

．催することとしている。

　アジア太平洋地域ではリモートセンシングをはじめとし、多くの国で宇宙開発が進め

られているが、今後より一層φ国際協力が求められる情勢の中、これまでアジア太平洋

地域の宇宙活動について断片的な情報はあるものの、全般的な状況については周知され

ていないのが現状である。

　そこでアジア本四洋地域⑱宇宙機関の首脳を招へいし、自国の宇宙開発プログラム及

びISY活動に関する意見交換の場を提供する事1ま、今後我が国が宇宙開発を進めてい

く上で有意義であると考えられる。

．ごぎ



’（参考2）　　　　　　　招へい日程（案）

3月22日（日）　成田着ホテルへ移動　　（東京泊）

　　23日（月）・（1）自国の宇宙開発プログラム及びISYへの取り組みについて意見交

　　　　　　　　1換（宇宙開発委員・闘系省庁等9）国際宇三年関係者及び耳間企業列

　　　　　　　　席）

　　　　　　　 （プレアジア太平洋lSY会議）●

　　　　　　　（2）レセプション　　　　，　（東京泊）

　　2．4日σり（Dナジア太平洋地域における宇宙開発の役割についてパネルディスカ

　　　　　　　　　ション（宇宙開発委員、関係省庁等の国際宇宙年関係者及び民間企

　　　　　　　　業列席）（プレアジア太平洋lSY会諭’

　　　　　　　（2）宇宙開発委員会と懇談　　　（東京泊）

　　25日（水）　筑皮宇宙センター視察　　　（筑波泊）

　　26日（木）　成田発



宇宙開発委員会外国人招へい者概要

　　（国名アルファベット順）

①Mr．　Nik　Nasruddin　Mahmood

　マレーシア・リモートセンシングセンター所長

　マーモード氏が所属するマレーシアリモートセンシングセンター（MACRES）は、

、マレーシア科学技；術環境省の事務次官直轄組織であり、リモートセンシング技術

の開発及びリモートセンシング技術を利用した資源管理、環境保護等を業務とし

ている。’89年発足で人員20名程度

　　　②Dr．　Badarc卜Mendbayariin
■　　　モンゴル国立リモートセンシングセンター所長．

　　　　省庁に準じた組織として、自然環境委員会（SCEC）があり、その下に、国立リ

　　　モートセンシングセンターがある。気象情報を含めたりモートセンシング活動の

　　　研究、施策の立案、技術交流等を行っている。

③Prof．　Neon　A．　Armand

　ロシア・科学アカデミー電磁波・電子工学研究所副所長

　アーマンド氏は、ロシア科学アカデミーの下の電磁波・電子工学研究所の副所

長であり、太陽惑星科学、地球科学に関するリモートセンシングの専門家である。

④Dr．　Ricardo　Umali　　　　　　　　　　　　　　　’
　フィリピン環境・天然資源省計画・政策・資源局長

　ウマリ氏の所属する環境天然資源省は下部組織に国立地理資源情報院（NAMRlA）

を有し、同陳を中心に資源管理等の広範なリモートセンシング関係活動を実施し

ているσ

⑤P篤Suvit　Vibulsresth9

　タイ国家研究評議会副総裁

　スービット氏が所属するダイ国家研究評議会はぐ科学技術エネルギー省の下に

あり、タイ国内のリモートセンシング関係活動の中心的役割を果たしている。権

’限、機能としては、宇宙開発課　NASDA地球観測センター及びRESTEC
を合わせた組織である。人員80名程度、予算7億円程度



．宇宙開発委員会外国人招へい者略歴

　　　（国名アルファベット順）
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　　　　Mr．　Nik　Nasruddin　Mahmood

マレーシア・リモートセンシングセンター所長

マレーシア・豪州リモートセンシング協力委員会議長

マレーシア・リモートセンシングセンター所長

アセアン・リモートセンシング専門家グループ会長
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1988

1989

　　　　　Dr．　Badarch　Mendbayariin

・モンゴル国立リモートセンシングセンター所長

生まれ（46才）

地理学博士取得（Degree　of　Dr．　Geography）

情報計算機センター所長

国家リモートセンシングセンター所長

　　　　　　　Prof．　Neon　A．　Armand

ロシア・科学アカデミー電磁波・電子工学研究所副所長
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　　　　　　　τ）r・．　Ricardo　Umali

フィリピン環境・天然資源省計画・政策・資源局長

生まれ（41才）

’フィリピン大学（森林管理工学）卒業

エール大学（資源管理工学）　（修士）

フィリピン高等研究センター助教授

天然資源管理センター次長

天然資源管理センター所長

環境・天然資源省財政管理部長

環境・天然資源省計画・政策・資源局長

L
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1989

　　　　　　　Pγ，‘　　Suvit　Vibulsresth

　　　　　　タイ国家研究評議会副総裁

生まれ（50才）

大阪大学工学部（電気工学）卒業

タイ政府（NRCT）
カナダ・マクギル大学（修士）

．NRCTリモートセンシング部長

NRCT副総裁
東京大学工学博士取得

●



、

｝

　　マレイシア国
国家行政組織図
（63年3月現在）

上　　　院 下　　　院　　　． 国　　　　　　　　　　王 最　　高　　裁　　判　　所
DEWAN　NEGARA
@　　SENATE

　　　　DEWAN　RAKYAT
gOUSE　OF　REPRεSENTATIVES OFFICE　OF　H・M．THEKING SUPREME　COURT

一1隔一一『嗣一一

@●

基　礎　指　標

一一一一『一一嫡一一輯
@　　　　　　・

@　P
ｩ　　　　　　　　　　　　　　　ト

’
ド
～
1
も
，
　
1
・
首
都
・
’
1
　
，

■　　　．

f∴クア’ 秩D飛’層ルンプ1’14）レ1
＝1．漸：，！1＼

fDP　　　・

　　　　ll・’1’　．h’層’・’119、ド1．　　　　　　　．　幽＝．
唐T8b百万．畝　　　　　　　．⊆，1雪・，‘1耐・9869　　　　　　　19、‘蝿

首　　　　　　　　　　相　＊‘

～、τ1

P二’II・；ジ
ﾊ
積
し
「

・「・．
d1・1轟1．・・1∴．ン・：、’

D33．q∴99ρ1凧
　t　．
P天当りGNP艦砦麟

PRIME　MIMSTER’S　DEPARTMENT　　9
V　　　　　i

」へ㌧』∵ド・

ｿ口‘陶．乙，　．・

1α｛：・1百万人’

i：1：986年央）
通貨
P位
i慰li三三

●

・出所：世界開発報告1988

農　　　　　　業　　　　　省＊ 青年　・スポーツ．省　　・ 国　　　　　防1　　　　省＊ 文　　　　　部　　　　　省＊
MINISTRY　OFAGRICULTURE．・ MINISTRY　OF　YOUTH　ANDSPORTS MOMSTRY　OF　DEFENCε MINISTRY　OF　EDUCATION

エネルギー・通信・郵政省＊ 法　　　　　務　　　　　省 大・　　　　蔵　　　　　省＊ 外　　　　　務　　　　　省＊
TELECN欄焉辮〒よ上土冶・・STS」 MINISTRY　OF　JUSTICE MINISTRY　OFFINANCε MINISTRY　OF　FqREIGN　AFFAIRS　l

保　　　　　健　　　　　省＊ 内　　　　　務　　　　　省　　’ 住．宅　・地　方　行　政　省＊

MIMSTRY　OF　HEALTH． MIMSTRY　OF　HOMEAFFAIRS 　MgMSTRY　OF　HOUSING
`ND　LOCAL　GOVERNMENT MINISTRY　O臼NFORMATION

労　　　　　働　　　　　省＊ 土　地　・地域　開　発言＊ 第　一　　次　産　業　省＊ 公　　共．　企　　業　　省

MINISTRY　OF　LABOUR
　　INISTRY　OFしAND　ANDREGIONAL　DEVELOPMENT

MINISTRY　OF　PRIMARY　INDUSTRIES MIMSTRY　OF　PUBLIC　ENTERPRISES

　・

@1

ｵ　　F

科学　・技術　・環境省＊ 貿　　易　　・　産　　業　　省＊ 運　　　　　輸　　　　　省＊ 福　　　　　祉　　　’　省＊・
MINISTRY　OF　SCIENCE・
@　　　　　　　　　　V　　　　ENT MINISTRY　OFTRADE　ANDINDUSτ’RY， MIMSTRY　OF　TRANSPORT MINISTRY　OF　WELFARE’SERVICES

公　　共　　事　　業　　省＊ 国　家　・地　方　開　三者＊ 観‘光　　・　文　　化　　省＊
し

MINIS丁RY　OF　WORKS 　M量NISTRY　OF　NATIONAL
`ND　RURAL　DεVELOPLENT MIMSTRY　OF　TOURISM　AND　CULTURE

、

（ ・

　、／

ノ

げ）rでコ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

マレーシア・リモートセンシングセンダー概略図

大　臣

事務次官

内 局 マレーシア・リモートセンシング’

センター

￥



し

，
，

，● ● ψ
’

基礎●指標’

　　フィリピ「ン国

国家行政組織図
（63年5月現在）

省糾
’　1　　・‘’．、　　　・　　’，

ﾒ栖’榔’脚

「・ツ：・一

fDP．1．’．1’一

3α540百万既’1（1986年）据1

　．・　，

ﾊ
積
∴
：
聖
1
．
い
・

颪’1｝1・趣1い：、：ド1副・1’lll．513001000」1盃や唱撫」川ilillt・．1．Lll㍉・1和

1人当り

fNP
編騰醒il

三選lll三三 通貨
P位

瀞∴・，，　　甚・・．・1．：、㌔

X・　聰し　1　『

出所1世界開発報’告1988

国　　　　　　　’　　　　会 大　　　　　　統　　　　　　領 　　脚@　‘黶@　　一　　　一　　一　　一　　顧　　一　　一　　一　　一　　一　　一
最　　高　　．裁　　判　　所

NATIONAL　ASSEMBLY OFFICE　OF　THEPRESIDENT SUPREMECOURT

首　　　　　　　　　　　　相

一一一一一一一一一一一幽一

@　　　　噛

@　　　　’

r　　　　　「

OFFICE　OFTHEPRIME　MINISTER　　　　　　　　　　　　，

@　　　　　　　　　・
浴@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

@　　　♂
@　　　　　　　　　　　　　ρ

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’@噛
h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

@　’

貿　　易　　・　工．業　　省＊ 科　　学　　・　技　　術．省＊ 観　　　　　光　　　　　　省＊ 環．境　・　天然資　源省　＊

DEPARTMENT　OFTRADE＆INDUSTRY・ DEPARTMENT　OF　SCIENCE
@　　＆TECHNOLOGY DEPARTMENT　OF　TOURISM DEPARTMENT　OFεNVIRONMENT

@　　　　　　U　A

運　　輸．　・　．通　　信　省　＊ 労　働　　・　雇　用　省＊ 保　　　　　健　　・　　　省　＊ 公　旧事、業・　道路省曇
DεPARTMENT　OF　TRANSPORTATI．ON
@　　　　＆COMMUMCATIONS

’　DEPARTMENT　OF
kABOR＆EMPLOYMENT

DEPARTMENT　OF　HEALTH DEPARTMENT　OF　PUBLIC
vORKS＆HIGHWAYS

農　　　　　業　　　　　省＊ 農　　地　　改　　革・　省 社　　会　　福　　祉　　省 外　・　　務’　　　省
DEPARTMENT　OF　AGRICULTURE　． DEPARTMENT　OF　AGRARIAN　REFORM、 DEPARTMENT　OF　SOCIAL　WEしFARE DEPARTMENT　OF　FOREIGN　AFFAIRS

、　　　　　　馳　　　　　　　　　　　　　．

国　　　　　防　　　　　省 自　　　　　治　　　　　省 法　　　　　務　　　　　省
大　　　　　蔵　　　　　省　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

DEPARTMENT　OF　NATIONAL　DEFENSE DEPARTMENT　OF　LOCAL　GOVERNMENT DEPARTMENT　OFJUSTICE DEPARTMENT　OF　FINANCE

教育・文化・スポーツ省 予　　算．・　管　　理　　庁 国　家　経　済　開　発　庁 』情　　　　　報　　　　　省
　　　　　DEPARTMENT　OF
dDUCATION－CULTURE＆SPORTS OFFICE　OF　BUDGET＆MANAGEMENT

　NATIONAL　ECONOMIC
c庄VELOPMENT　AUTHORITY DEPARTMENT　OF　INFORMATION

、

，

、

国
家
行
政
組
織
図

375



フ孝リピン環境・天然資源省概略図

大　臣

法律管理・特男

諡ﾇ

NAMRIA NEA

計画・政策・

資源局

環境・研究局 農地・管理局

計画・政策研究
部

土地管理部 森林管理部 鉱業・地球科学
部

天然資源管理セ

ンター



9　　　　●

●
　　タ　　イ　　国

国家行政組織図
（63年3月現在）

●

峯

国 会

NATIONAL　ASSεMBLY

“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相「首

　　　　　　PRIME　MINISTER

　　　＆COUNCILOF　MiMSTERS

総

量 高 裁 lI半 所

SUPREME　COURT

理 府＊

・匠FICE　OF　THE　PRI製EMINISTER

，
　
‘

国 ’防
MINIS丁RY　OFDEFENCE

軍＊

運 輸 ● 通 信　省声

MINISTRY　OF　COMMUNICATION6

科学・技術
．エネルギ華＊

巳
，CN旺CS

＆F
Y

O
G
・

YR
しT
O
S
N
M
H
I
C
M
E

大 学 省＊

大 蔵 省＊

MINISTRY　OF　FINANCE

外 務 省＊

MINI呂TRY　OF　FOREIGN　AFFAIRS

商 務 省室

MINISTRY　OF　COMMERCE

内 務 省＊

MINISTRY　OF　INTERIOR

教 育 省率 工 業 省＊

　　　　　　・基　．礎、指．　三

三　　『蔭：白喉1羅遡

欝鞭玄三七灘襯lll黙1…il

灘¢161近回騰i｝il鰹黙；1

　　　　出所：世界開発報告1988

農業 ・噸’ ､　同　組合省＊
lN　STRY　OFAGRICULTURE
　　＆COOPERA　IVES

法 務 省＊

MIMSTRY　OF　JUSTICE

MIMSTRY　OF　EDUCATION MINISTRY　OF　INDUSTRY

保 健 省＊

MINISTRY　OF　PUBLIC　HEALTH

坐INISTRY　OF　UNIVERSITY　AFFAIRS
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1

事、務　局 科　学　局 国家研究評議会 天然資源環境局

国際課 研究政策計画

ﾛ
研究評価・分析

ﾛ
研究計画調整

@　　課

研究振興課 リモートセンシ

塔O課



招へい実積 ● ●

1 i’

所　　属　　機　　関 氏　　　　　　　名’． 期　　　　間　　　　　　　■

ESRO事務局長 　　　　　●v．H．　A．　Hocker博士　　　　’ 　　　●P973年3月12日～17日．

仏・CNES総裁

ﾄ・NASA長官

Maurice　Levy教授　　　　ゆ

iames　G　Fletcller博士・　　　　　　　亀

　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　●

P974年3月10日τ）16日　　　　　　　●●

P974年10月5日M4日・
西独・研究技術省内5局長 　　　　　　　　　　●volfgang　Finke博士 　　　　　　●P976年2、月29日㌣3月7日
伊・ローマ大学教授’ Luigi　Broglio教授 1977年3月26日～4月3日
加2’ ﾊ信省次官補 John　Herbert　Champman博士・ ，1977年5月9日～14日

米・NASA副長官　　　　　、 Alan．　M　Lavelace博士’　・ 1978年7月14日～21日φ
伊’・ミラノ工科大学教授

ﾄ・プリンストン大学教授

Francesco　Carassa教授

ferard　O’Nein教授

1979年3月251日～4月1日　　　　　　　　●●

P980年3月21日～30日
インドネシア’・国立航空宇宙研究所長　　　　　　　　　　　●

R．Sunaryo博士 1981年3月1日～11日
スウェLデン・宇宙開発委員会委員長　　　　ヤ

J．S亡iernstedt 1982年3月9日～17日　　・
如・省問宇宙i委員会委員：艮 Dayi4　Low博士　　　　　　　　， 1982年6月’W日～7月4日
オ」ストラリア・科学技術血塊次官 Rey　M．　Green博士　　　　　　　　、 1984年3月28日r）4月6日　　　　　　．・

西独・研究披術省 ⊆｝．Greger博士　． 1曾85年3月27日，　　　　　　　　　　　　●

●

C．Pa仁erman搏：士
●

英国宇宙セン：ター：事務局長、 Roy　Gibson’ ・1986年3月28日r）4月2日

仏・CNES総裁 Jacques．　L：Lions教授 1987年1月22日～25日

西独面究無爵ヨ第5・局長． Jaη．B∂1よeゆMcηh1・keη寸専士 R88年3向6日～1ユ日

　　●
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STA、　ISAS、　NASDA、　JISY

プレーアジア太’1洋ISYA議（案）
L　日　時：　平成4年3月23日（月）～3月25日（水）

2．場所：虎ノ門パストラル本館8階（けやきの問）

3．趣　旨：　1992年は国際宇宙年（ISY）です。　ISYの趣旨は社会の多くの
　　　　　　人々に宇宙開発の意義について考える場を提供することと、宇宙開発の

　　　　　　国際協力をより→副足進ずる契機とすることです。我が国は世界各国の

　　　　　　宇宙機関で組織された国際宇宙年宇宙機関会議（SAFISY）が承認
　　　　　　した3っの世界的イベントの1っであるアジア太平洋ISY会議iを今秋
　　　　　　東京で開催することとしています。

　　　　　　アジア太平洋地域ではリモートセンシングをはじめとし、多くの国で宇
　　　　　　宙開発が進められていますが、今後より一層の国際協力が求められる事
　　　　　　になります。ところでこれまでアジア太平洋地域の宇宙活動について断
　　　　　　片的な情報はあるものの、全般的な状況については良く知られておりま
　　　　　　せんでした。

　　　　　　そこでアジア太平洋地域の宇宙機関の首脳が一堂に会して、自己の宇宙
　　　　　　開発プログラムについて発表し、意見交換の場を提供する事を目的にし

　　　　　　て、プレアジア太平洋ISY会議を開催する事としました。
　　　　　　この会議の成果は11月の本会議へ報告されることとします。

　　　　　　（なお、本会議の報告は1ユ月のアジア太平洋ISY会議で配布する。）

4．主催：科学技術庁（STA）て宇宙科学研究所（ISAS）、
　　　　　宇宙開発事業団（NASDA）、日本国際宇宙年協議会（JISY）
　後援：　郵政省（予定）

5．アジェンダ：

3月23日（月）『

　09：30－10：10．
　10：15－10．：30

10：30－11：30
　　　　10：30－11：00

　　　　11：00－11：30

11：30－13：30
13：30－17：30
　　　　13：30－14：00

　　　　14：00－14：30

　　　　14：30－15：00

　　　　15：00－15：30

　　　　15：30－16：00
　　　　16ゴ00－16：30

　　　　16：30－17：00

　　　　17：00－17：30

18：00－20：00

レジストレーション

開会挨拶

科学技術庁研究開発局長

日本国際宇宙年協議会会長

ナショナル・スペース・プログラムとISYへの取り組み

バングラディシュ（SPARRSO）
中国（SSTCC）＊

顕ナショナル・スペース・プログラムとISYへの取り組み
インドネシア（LAPAN）
日本（STA）＊
韓国（KAIST、KARI）
マレーシア（MACRES）

臆モンゴル（NRSC）
フィリピン（i環境・天然六九省）

ロシア連邦（科学アカデミ電磁波・電子工学研究所）＊

レセプション

於：虎ノ門パストラル新館6階（藤の間）



3月24日（火）

　10：00－11：30
　　　　　10：00－10：30
　一　・　　．10一：30－11：00

　　　　　11：00－11：30

ナショナル・スペーズ・プログラムとISYへの取り組み．

シンガポール（シンガポ「ル大学）

タイ（NRCT）＊
米国（NASA）＊

（注）アルファベットli厩　＊印はSAFISYメンバー国

12：00－14：00
14：00－14：10
14：10－17：00

鹸久良矢［三三開発委員長代理
パネルディスカッション

『アジア太平洋地域における宇宙開発の役翻
トピックスの例
（1）アジア太平洋地域の宇宙機関間の情報交換につい七

（2）リモー¶トセンシング分野の拡大

（3）P螺NERS計画

（4）人材の育成

　　　　　　　　　　パネルチェアマンー：野村宇宙開発委員
　　　　　　　　　　パネリスト：
　　　　　　　　　　　　　　　招へい者12名
　　　　　　　　　　　　　　　沖村官房審議官（STA）
　　　　　　　　　　　　　　　宇宙科学研究所所長（IsAs）
　　　　　　　　　　　　　　　宇宙開発事業団理事長（NASDA）
　　　　　　　　　　　　　　　日本国際宇宙年協議会会長（JISY）
　　　　　　　　　　　　　　　大井田官房審議官（郵政省）．

18：30－20”：30　宇宙開発委員会との懇談会G召へい者を含むパネリスト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他数名）
　　　　　　　　　　　於：ホテ1瞭クラ本館6階桃花林（杉柱家、桃亭の問）

3月25日休）’ 筑波宇宙センター見学（招へい者12名と隣行者）



■

6．招べい者（11力国より12名）　アジア太平洋地域の宇宙機関の首脳・

（国名1アルファベット順）・　　　　　一　　　㌧

　　　　バングラディシュ：　．　一　　　　聖

　　　　　　　　　Mr．A．K．M．　Far　iduddin　Bhuiyan

　　　　　　　　　　　Principal　Scientific　Officer，

　　　　　　　　　　　Space・Research　and　Remote　Sens　i㎎Organizat　ion（SPARRSO）

　　　　中国：．

　　　　　　　　　Prof．Lin　Quan

　　　　　　　　　　　Director，

　　　　　　　　　　　Department　of　Basic　Research　and　High　Techno1◎gy，

　　　　　　　　　　State　Science　and　Technolcgy　qOmmisSion　of　China（SSTCC）

　　　　インドネシア：

　　　　　　　　　Prof．Dr．H．Wiryosumarto

　　　　　　　　　　Chai㎜n，

　　　　　　　　　　・Indonesian　National　Institute　of　Aeronautics　and　Space（LAPAN）

　　　　韓国：

　　　　　　　　　Prof．Soon　Da　l　Choi，’

　　　　　　　　　　一Director，　Satellite↑echnology　Research　Ceptre

　　　　　　　　　　Kor（∋a　Advanced　I　nstitute　of　Sc　ience　and　Technolcgy　（KA、IST）

　　　　　　　　　Dr．Ja㎎一S∞Ryoo，

　　　　　　　　　　Director，　Space　R＆D　Division，

　　　　　　　　　　Korea　Aerospace　Research　Institute　（KARI）

　　　　マレーシア：

　　　　　　　　．Mr．Nik　Nasruddin　Mahmood，

　　　　　　　　　　Director，　Malaysian（池ntre　fqr　Remote　Sensi㎎（融CRI1S）

　　　　　　　　　　Ministエy　of　Science，　Tec㎞010gy、　and　Environment

　　　　モンゴル：

　　　　　　　　　DrごMendbayari　in　Badarch　，

　　　　　　　　　　Director’，　National　Remote　Sensi㎎Centre（NRSC），　　’
　　　　　　　　　　State　Commi　tee　of　Nature　and　Environment，・Control　of　the「MPR

　　　　フィリピン：

　　　　　　　　　Dr．Ricardo　U㎞ali

　　　　　　　　　　Undersecret　ary　for　Policy，　Plami㎎and　Project　Man3gement、

　　　　　　　　　　Department　of　Envirorment　and　Natural　Resources

　　　　ロシア連邦：

　　　　　　　　　Prof．Neon　A．　Armand

　　　　　　　　　　Deputy　Director，

　　　　　　　　　　　Institute　of　Radioe㎎ineeri㎎and　Electronics，

　　　　　　　　　　Russian　Academy　of　Science

　　　　シンガポール：

　　　　　一一一一Dr。Yean－Joo　Cho㎎

　　　　　　　　　　Assoc　iate　Professor，

　　　　　　　　　　Dept．　of　PhySics，　National　University　of　Si㎎apore

　　　　タイ：　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　Dr．Suvit　Vil）ulsresth　’

　　　　　　　　　　Deputy　Secretary　General

　　　　　　　　　　National　Research　Council　of　Thailand　（NRCT）

　　　　米国：

　　　　　　　　　Mr．Jo㎞D．Sch㎝acher

　　　　　　　　　　Deputy　Associate　Administrator　for　Policy　C∞rdination　and

　　　　　　　　　　　Intemational　Relations（CODE　g　I），NASA
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